
第40回大会〕

D 43 被服，;1 着i rこ油性;"?A ・酸化的変質と洗浄性との関係I;っ，- T

岡Ｊ･,大枚育　　Mわ原輝子

広鳥大蔵育　　　キ疹久子　　　集*　建

被　服　141

　目的　a 帯生54 の呻 r゛杖眠、こf=tI -r る油;i れ、I. 種類・変吸状態'i･ど極めt 多様r･あi。

本報T･に食用油V どとI て多く用いられてい乙大S. 油をと') おげ、辱串上てり自動酸化

の遺程、酸化的変質匹見帰性との関f,f> V どI; 闇Iて、動物脂T ろiラードと比軟I rこ。

　方i去精練丿.-綿辱･ A-リェステ･ﾚ布( P 1 布)5r ,り0 X f ) イに裁断に　／枚当!■こ

りに大瓦･;* t 1-.irラードO.I ≫≪M付I す4よ八　ベンゼン瀋戻を塗布して汚東布t 作成。

これを, we の電% 定温器吻で所定・期間工-I ダンケ後、エーナ･レX.ーテ、レ、エタノーIﾚの

礒t"抽出して抽出量を測定、X. ―テ･レ可溶分1こつい７は、エイジング≒こよi P 0 ^ ■ C 0

ｖ・脂肪酸組成の変化を調べた。自動酸1ヒ油脂・熱酸4ヒ油脂t Iflいて作成i rこ乃染布と。

岬布上で自1≫ 酸化させ/: 油脂ﾀ? 染布の洗帰性を、大i. ■;*■ラード十ついてtt較しr.-.

　結果　○布帛上で油脂の酸化が追行しr; 場合、ラードで■ はエ-令Iレエ､－テ･レt'U 11党全1;

抽£-^^れたf^、大S. 油で■(1困政。I カペ、エーテ･レ柚出後の残留分ばJ-7 ／－･レでほぼ抽

必。Rラード｀T' 11工iジンク開始直後ヵヽら酸< いりs jiド　15-日fl "t"P 0 V ･ C 0 V (7)最高

値を示I たう剔　大I.-;*では誘導期を経rこ後I; (0 ~ぽ日の閉i: ふ漱･こ増カロし。}5 日を境に葦

I し

は低-f、P E 布ではややf=l よ。曳£油で' ば、綿布･ P E布ともにエー－T )レ可溶分のλ湾性

ば0 E]> 20日であ、i- が、20 a ヱｰ-Iジング布rば. 涜汁後にエータノーIレ可溶分^'^ややif ｶﾛ

し/; I のの、汚れ全体としてはほとんど除去々n なヵヽつた. ④ii動Sl.化油・熱酸化油の洗

浄性は、ラード・大I. 油と() I:、未酸化油の洗浄性いiぼ同様の傾向.
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　i iり　皮脂よご川こ含I- れる不参

が'，務圈気中卵

ヽ種t め秀圈気申r不紀和物質の変質のゑ霖乞か光学的(こ追跡ずるtt
nに，黄者にいた

る及応ヽf双脚乞丁しc －F I T)広で分離走ぞレT'.。

　方砥　不犯加脂肪酸にリノ- ルmい,ラV iJ jI/捕獲剤に*■■ルど'バレルを用いr--。･) ノ

ー;i/岐おi:びヵり叫｀ノ寺V ﾉ/ホカロリノ-ル酸のそれそ･Hi, 破^ちヽぶび脱酸(～釆)ゑ

の脊陥気のアンプ・ﾉ･/に封入しμサンブルを作成し, 1∂乞で･コニ-ジング'幻了フだ。一定時閤

毎に，サンフ・ルの肌

　結果　1)酸象禾で|七リノ- ノ/畦のeft収スA・クトルほ，2斡， 2ワ'0，2防ftMr--ヒ-－ワ

が｀見られ，蜂時的に増大ずゐ。賊釆すでば2好Mの増大が･濠しく, 2ｸβ・u。以上のス々9ト

ルの変化降か^r い。これにμレr，塵気申でi;f 21∂。以ぶIf)スペ" 7 I-/レの増大か暑しい。

a:成期a,これらの吸収に対声ヽして増大する。　2)脱賄峯禾で･li, <) ) ール咸・)吸収ス

A" 7トルは酸素禾収比ヽにr 2 70 . 2肪run のと°- クま大｡ぎくな') , ^ らに唇波長側の吸収帯

･傀欠-r ゐ。　3)嵐酸命系で，リノール威の洛存酸釆を完刻二蒙去し，真空中でエージ

V7‘する札吸収スA' クトノレぽ全く変化せず，純リノ-ル酸の吸収スA"クトルi: )S1L"マ涌

ろ。　4)if-ル/ ﾋ｀ノキシル添加I)} -ルllでぽ, 吸収スヘ・クトルの喪化俘す'ぐ2の禾にお｀

いて抑制され% グ，米による婦向ば吸らない。
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